




要約:インスリン依存型糖尿病(IDDM)患者に対する教育の機会として、糖尿病キャンプの

有用性は高く評価され、世界各地で行われている。今回我々は、第 3回国際小児糖尿病キ

ャンプのパーソナリティーに対する効果をみる目的で、日本から参加した 14 歳から 20 歳

の IDDM 患者に対しキャンプ前後のパーソナリティー尺度の変化と生活状況を調査した。

キャンプ終了後に社交性尺度、自己顕示性尺度が高まっており、キャンプの効果が示唆さ

れた。また、糖尿病の自己管理、友人関係、社会との関係が改善していた。


